






要約:昭和 62 年 1 年間で経験した新生児外科症例のうち出生前診断がなされた 2例につい

て報告する。1例は 21Trisomy,食道閉鎖,臍帯ヘルニア,口唇口蓋裂,Perineal groove など

多彩な奇形をもつ例で,その大部分が繰り返す超音波断層法,胎児造影によって出生前に診

断されており,又他の 1 例は典型的な超音波像と胎児造影所見を呈した先天性十二指腸狭

窄症である。超音波断層法,胎児造影および羊水染色体検査により,かなり細部にわたって

胎児奇形を出生前に診断する事が可能である事が確認された。 


